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１．はじめに 

本利用指針は、市有施設（劇場等、貸会議室）について、感染拡大予防のための業種別ガ

イドライン等に即した感染防止策を徹底するなど、感染防止のために必要な措置を講じた上

で行う対応について定めるものである。内容については、政府の新型コロナウイルス感染症

対策の基本的対処方針に基づく令和３年２月 26 日付け事務連絡「基本的対処方針に基づく

催物の開催制限、施設の使用制限等に係る留意事項等について」（以下、「事務連絡」とい

う。）、兵庫県の「新型コロナウイルス感染症に係る兵庫県対処方針」及び市の「新型コロナ

ウイルス感染症対策における神戸市の対応方針」を踏まえ、作成している。 

 

２．利用条件 

・令和３年３月８日から３月31日までに行われる市主催イベントや会議等（音楽コンサー

ト、演劇、舞踊、伝統芸能、芸能・演芸、公演・式典、展示会、各種教室等を含む）につ

いて、以下のとおりとする。また、政府等の対応方針が見直された場合は順次見直しを行

う 

・利用の際は業種別ガイドラインを遵守するよう求め、収容率等に別途定めがある場合は、

業種別ガイドラインの定めによること 

・収容人数については、下記「人数上限」要件と「収容率」要件のいずれか小さい方を限度

とする 

・主催者に対して、全国的な移動を伴うイベント又はイベント参加者が1,000 人を超える

ようなイベントについては、兵庫県に事前に相談するように促すこと 

 

2－１．人数上限・収容率 

【人数上限】 

・収容定員10,000人超の場合、収容定員の50％（最大10,000人） 

・収容定員10,000人以下の場合、5,000人 

※収容定員が設定されていない場合、人と人との距離を十分に確保する（できるだけ２ｍ） 

 

【収容率】 

 施設の利用目的にかかわらず、主催者が施設管理者に申し出たイベント等の内容及び実施

形態の実態や、利用施設及びその他の状況に応じて定める。なお、収容定員が設定されてい

ない場合は、密が発生しない程度の間隔（最低限人と人が接触しない程度の間隔）を確保で

きる収容率までとする 

（１）大声での歓声、声援等または歌唱等がないことを前提としうる場合で、かつ下記のす

べてに該当する場合に限り、収容率の上限を100％とする 
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①主催者において、これまでの当該イベント等の出演者等による類似のイベント等の

開催実績において、参加者が大声での歓声、声援等を発し、又は歌唱する等の実態

がないと判断したもの（開催実績がない場合、類似の出演者によるこれまでのイベ

ント等に照らし、観客が大声での歓声、声援等を発し、又は歌唱することが見込ま

れないと判断したもの） 

※当該イベント等の開催実績や類似の出演者によるこれまでのイベント等において

は、参加者が大声での歓声、声援等を発し、又は歌唱する等の実態があるが、当該

イベント等内において主催者から参加者に対して、これらを行わないよう呼びか

け・個別の注意等により徹底した対策を実施すると主催者から十分な説明が行われ

た場合は、この条件を満たす 

※この要件に該当することについて、主催者から施設管理者に対して十分な説明が行

われない場合は、下記（２）の収容率とする 

②これまでの開催実績を踏まえ、主催者においてマスクの常時着用（マスク着用状況

を個別に確認でき、個別に注意等ができるもの。マスクを持参していない者がいた

場合には主催者側で配布・販売する。）及び大声を出さないこと（大声を出す者が

いた場合、個別に注意等ができるもの。日常会話程度は可）等の感染防止対策を徹

底するもの 

③業種ごとに策定された感染拡大防止ガイドラインに則り実施されるもの 

④イベント中に飲食を伴うが発声がないもの 

 

（２）下記のいずれかに該当する場合は、収容率を50％以内とする 

①大声での歓声、声援等または歌唱等が想定されるもの 

②イベント中に発声を伴う飲食が想定されるもの 

※異なるグループ又は個人間では座席を最低一席または十分な人と人との間隔（１

ｍ）を空けることとする（このとき収容率は50％を超える場合がある） 

※同一グループ（５名以内に限る。）内では間隔を設ける必要はない 

 

２－２．利用時間 

通常通り 

 

２－３．その他留意事項 

・同一施設内で、別々に入退場管理する等、人の流れが厳密に管理できる場合（例：同一展

示場で、家具展と絵画展等、入退場口の異なる複数の催物が開催される場合）、各催物等

に対し、人数上限及び収容率要件を適用しうることに留意すること。ただし、催物開催時

に、別々に入退場管理せず、自由な人の移動ができる場合（例：１つの展示会中の催物と
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して、複数の講習会を開催する場合）には、自由移動できる催物全体で人数上限及び収容

率要件を適用すること 

・人数上限及び収容率は、入退場管理が行われ、催物会場内の参加者数が特定できる場合に

は、催物会場に同時に滞在する最大の参加者数で算定すること。ただし、催物会場に同時

に滞在する参加者数が分からない場合は、１日当たりの参加者数などを用い、施設内の収

容状況を推定し、人数上限及び収容率を算定すること 

・チケット販売等を行っている場合は以下の取扱いとする 

 ①３月21日までに行われる市主催イベントや会議等 

【３月５日以前にチケット販売開始されたイベント等】 

上記人数上限、収容率要件を適用しない。ただし、３月６日以降は、基準を超過するチ

ケットの新規販売を停止する 

【３月６日以降にチケット販売開始されるイベント等】 

上記人数上限、収容率要件を適用する 

 ②３月22日から３月31日に行われる市主催イベントや会議等 

【３月19日以前にチケット販売開始されたイベント等】 

上記人数上限、収容率要件を適用しない。ただし、３月20日以降は、基準を超過する

チケットの新規販売を停止する 

【３月20日以降にチケット販売開始されるイベント等】 

上記人数上限、収容率要件を適用する 

・市主催以外のイベントについては上記の人数上限、収容率要件等を要請する 
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３．各施設における感染拡大を予防するための措置 

「劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン（公益社団法人

全国公立文化施設協会作成）」や「公民館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイド

ライン（公社）全国公民館連合会」をはじめ、業種別ガイドラインに沿って措置を講ずるこ

と 

３－１．施設管理者が講ずる具体的な対応策 

 

３－１－１．施設内の各所における対策 

①施設内 

・少なくとも施設の開館の際には、施設内のドアノブや手すり等不特定多数が触れやすい

場所の消毒を行うとともに、施設内の換気について十分な対応をとること 

 なお、消毒液は、当該場所に最適なものを用いること 

・公演の前後及び公演の休憩中に、会場内の換気を行うこと 

 また、公演主催者と調整の上、公演中も定期的に適切な換気を行うこと 

・手洗い・手指の消毒を励行するとともに、施設の入口に、手指消毒用の消毒液を極力設

置すること 

 不足が生じないよう定期的な点検を行うこと 

 必要であれば、入口数を制限することも検討すること 

・手や口が触れるようなもの(コップ、箸など)は、適切に洗浄消毒するなど特段の対応を

図ること 

・他人と共用する物品や手が頻回に触れる箇所を工夫して最低限にすること 

・行列は、十分な間隔（最低１ｍ）を空けた整列を促すよう工夫すること 

 

②公演会場入口 

・公演主催者に対し、会場の入口に手指消毒用の消毒液を設置するように要請すること 

・会場入口の行列は、十分な間隔（最低１ｍ）を空けた整列を促すよう工夫すること 

 

③チケット窓口／受付窓口 

【チケット窓口】 

次の通りチケット窓口で対応を行うものとし、公演主催者やチケット取扱事業者に対して

も同様の取り組みを要請すること 

・対面で販売を行う場合、アクリル板や透明ビニールカーテン等の間仕切りを設置し、購

買者等との間を遮蔽すること。ただし、飛沫防止用のシートについては、以下の点に留

意すること 

〇火気使用設備・器具、白熱電球等の熱源となるものの近くには原則設置しないように

すること。ただし、これらの近くに設置することが感染予防対策上必要な場合にあっ

ては、燃えにくい素材（難燃性、不燃性、防炎製品など）を使用すること 
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〇同じ素材であれば、薄いフィルム状のものに比べて板状のものの方が防火上望ましい

こと 

〇不明の点があれば、所管の消防署に相談すること 

・現金の取扱いをできるだけ減らすため、オンラインチケットの販売やキャッシュレス決

済を推奨すること 

・入場時のチケットもぎりの際は、マスクや手袋を着用すること 

 また、来場者が自分で半券を切って箱に入れ、公演主催者がそれを目視で確認するとい

った方式等、もぎりの簡略化の導入も検討すること 

【受付窓口】 

・人と人が対面する場所は、上記【チケット窓口】と同様にアクリル板や透明ビニールカ

ーテン等の間仕切りを設置すること 

 

④ロビー、休憩スペース 

・対面での飲食や会話を回避するよう表示や館内放送等により促すこと 

・公演前後及び休憩中に、人が滞留しないよう、段階的な会場入り等の工夫を行うこと 

・常時換気に努めること 

・テーブル、椅子等の物品の消毒を定期的に行うこと 

・従事者が使用する際は、入退室の前後に、手洗いや手指消毒を励行すること 

・密が発生しない程度の間隔（最低限人と人が接触しない程度の間隔）を確保すること 

 

⑤会議室、稽古スペース、展示スペース等 

・常時換気に努めること 

・テーブル、椅子等の備品の消毒を定期的に行うこと 

・会場定員を踏まえ、利用者が密にならない様に入場制限等を実施すること 

 

⑥楽屋、控室 

・常時換気に努めること 

・テーブル、椅子等の物品の消毒を定期的に行うこと 

 

⑦トイレ 

・不特定多数が接触する場所は、清掃・消毒を行うこと 

・トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示すること 

・個人のハンカチ等を使うよう徹底すること 

 ハンドドライヤーはウイルスを拡散するため使用しないこと 

・劇場等トイレの混雑が予想される施設の場合、施設管理者は十分な間隔（最低１ｍ）を

空けた整列を促すよう要請すること 
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⑧飲食施設、ショップ等 

施設管理者は施設内の飲食事業者等に対して、次の通り感染予防措置を要請すること 

・現金の取扱いをできるだけ減らすため、キャッシュレス決済を推奨すること 

・飲食物を提供する場合、異なるグループ又は個人間では座席を最低１席または十分な人

と人との間隔（１ｍ）を空けるよう、各店舗において席の配置を工夫すること 

・混雑時の入場制限を実施すること 

・施設内の換気を徹底すること 

・食器、テーブル、椅子等の消毒を徹底すること 

・飲食施設の従業員は、マスクの常時着用と手指消毒を徹底し、飲食施設の利用者も手指

消毒を行ってから入場するようにすること 

・対面で販売を行う場合、アクリル板や透明ビニールカーテン等により購買者との間を遮

蔽するよう努めること。ただし、飛沫防止用シートについては上記③【チケット窓口】

の記載事項に留意すること 

・物販を行う場合は、多くの者が触れるようなサンプル品・見本品は極力取り扱わないよ

うにすること 

・会場に付属する飲食カウンター等については、休憩時等に密集状態が発生しないように

すること。また、使い捨ての紙食器を推奨すること 

 

⑨清掃・ゴミの廃棄 

施設管理者は施設内の清掃事業者等に対して、次の通り感染予防措置を要請すること 

・清掃やごみの廃棄を行う者は、マスクや手袋の着用を徹底すること 

・作業を終えた後は、手洗い・消毒を行うこと 

 

３－１－２．従事者に関する感染防止策 

・施設の管理・運営に必要な最小限度の人数とするなど、ジョブローテーションを工夫す

ること 

・マスク常時着用や手指消毒を徹底すること 

・出勤前に自宅等での検温を励行し、37.5℃以上の発熱がある場合には自宅待機等の対応を

行うこと 

さらに、発熱の他に、下記の症状に該当する場合も、自宅待機とすること 

咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・嗅覚障害、眼の痛みや結膜

の充血、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐 

・従事者の緊急連絡先や勤務状況を把握すること 

・従事者に感染が疑われる場合には、保健所の聞き取りに協力し、必要な情報提供を行う

こと 
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３－１－３．周知・広報 

感染予防のため、以下について来場者に対して周知・広報すること 

・咳エチケット、マスク常時着用、手洗い・手指の消毒の徹底 

・社会的距離の確保の徹底 

・下記の症状に該当する場合、来場を控えること 

咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・嗅覚障害、眼の痛みや結膜の

充血、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐 

 ・厚生労働省から提供されている接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）や兵庫県新型コロナ追跡

システムへの登録 

 

３－１－４．保健所との関係 

・施設における感染予防対策及び感染の疑いのある者が発生した場合には速やかに連携を

図れるよう、所轄の保健所との連絡体制を整えること 
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３－２．貸会議室等の利用者に協力を求める具体的な対策 

（１）業種別ガイドラインの遵守 

（２）マスクの常時着用（管楽器の演奏等、マスクの不着用がやむを得ない場合は除く） 

（３）こまめな手洗 

 （４）施設内のこまめな消毒、消毒液の設置、手指消毒 

（５）こまめな換気 

（６）入退室時や待合場所等では密集せず、身体的接触は避ける 

（７）会話が想定される場合の飲食禁止 

（８）入室前（自宅出発前）の検温 

（９）参加者の把握及び接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）や兵庫県新型コロナ追跡システム

への登録 

 

下記内容を、利用申し込み時と入館時に利用者に対し周知ください。 

≪ご利用いただく市民の皆様へ≫ 

 

■業種ごとの感染拡大予防ガイドライン等が実践されるなど、感染防止対策の徹底を前提

に利用してください。 

■ご利用にあたって、令和３年３月31日まで下記のとおりといたします。 

収容定員については、下記「人数上限」要件と「収容率」要件のいずれか小さい方を限

度とします 

【人数上限】 

・収容人数10,000人超の場合、収容人数の50％（最大10,000人） 

・収容人数10,000人以下の場合、5,000人 

 ※収容定員が設定されていない場合は、密が発生しない程度の間隔（最低限人と人とが

接触しない程度の間隔）を確保 

【収容率】 

・大声での歓声・声援等がないことを前提としうる場合、収容定員の100％以内 

・大声での歓声・声援等が想定される場合、収容定員の50％以内 

 

なお、４月１日以降のご予約であっても、制限をお願いする場合がございます。 

■施設内では、必ずマスクを常時着用してください。 

■こまめな手洗、消毒を心掛けてください。 

■30分に一回、室内二方向の窓（又はドア）を開け、5分間程度、換気してください。 

（熱中症対策のためにもお願いします。） 

また、換気が不十分な場合、ドアを開放してお使いください。 

■入退室時や待合場所等では密集せず、身体的接触は避けてご利用ください。 

■施設内では、利用者同士で大声での会話をしないでください。 

■来館前には、体温を測定いただき、体調不良の場合は、来館しないでください。 
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 来館時に体温を測定する場合があります。 

■感染が発生した場合に備え、利用者等の名簿（氏名・緊急連絡先）を適正に保管いたし

ます。 

■接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）や兵庫県新型コロナ追跡システムへの登録にご協力をお

願いいたします。 
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３－３．公演等の主催者に協力を求める具体的な対策 

※施設管理者が公演を主催する場合には、施設管理者が講ずるものとする 

 

３－３－１．公演前の対策 

①入場制限 

・公演の企画にあたって、密集を回避する方策や密な状況を発生させない工夫の導入を検

討すること 

（例）開場・休憩時間の延長、入場時のチケット確認（もぎり）の簡略化、入場待機列

の設置、日時や座席の指定予約による人数調整、大人数での来館の制限 等 

 

②来館者との関係 

・チケットシステム等により事前に把握している範囲で、公演ごとに、来場者の氏名及び

緊急連絡先の把握に努め、作成した名簿を一定期間（概ね１ヵ月間）保存すること 

また、来場者に対して、こうした情報が来場者から感染者が発生した場合など必要に応

じて保健所等の公的機関へ提供され得ることを事前に周知すること 

・来場前の検温の実施の要請のほか、来場を控えてもらうケースを事前に周知すること 

 

③公演関係者との関係 

・可能な範囲で氏名及び緊急連絡先を把握し、作成した名簿を一定期間（概ね１ヵ月間）

保存すること 

また、公演関係者に対して、こうした情報が必要に応じて保健所等の公的機関へ提供さ

れ得ることを事前に周知すること 

・有症者は出演・練習を控えること 

・演者と観客が催物前後・休憩時間等に接触しないよう確実な措置を講じるとともに、

接触が防止できないおそれがあるイベントについては開催を見合わせること 

・合唱等、声を発出する演者間での感染リスクへの対処を講じること 

・本指針及びこれを踏まえた現場の対応方針を、全員に周知徹底を図ること 

 

３－３－２．公演当日の対策 

①周知・広報 

 感染予防のため、施設管理者と協力の上、来場者に対し以下について周知すること 

・咳エチケット、マスク着用、手洗い・手指の消毒の徹底 

・社会的距離の確保の徹底 

・下記の症状に該当する場合、来場を控えること 

咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・嗅覚障害、眼の痛みや結膜の

充血、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐 
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②来場者の入場時の対応 

・以下の場合には、入場しないよう要請すること 

 発熱があり検温の結果、37.5℃以上の発熱があった場合 

 咳、咽頭痛などの症状がある場合 

 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある場合 

過去2週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域へ

の訪問歴及び当該在住者との濃厚接触がある場合 等 

 ・事前に余裕を持った入場時間を設定し、券種やゾーンごとの時間差での入場、開場時間  

の前倒し等の工夫を行うこと 

・入待ちは控えるよう呼びかけること 

・オペラグラス等の貸出物について十分な消毒を行うとともに、十分な消毒が行えない場

合は、貸し出しは行わないこと 

・パンフレット・チラシ・アンケート等は極力手渡しによる配布は避けるようにすること 

・プレゼント、差し入れ等は控えるよう呼び掛けること 

 

③公演会場内の感染防止策 

・接触感染や飛沫感染を防止するため、消毒や換気の徹底、マスク着用と会話抑制等、複

合的な予防措置に努めること 

・座席は原則として指定席にするなどして、適切に感染予防措置がとれる席配置とするよ

う努めること 

・大声での歓声、声援等または歌唱等が想定されるものについては、異なるグループ間で

は座席を１席空け、同一グループ（５人以内に限る）内では、座席間隔を設けなくとも

よい 

・座席の最前列から舞台までの間は最低２ｍを確保すること 

・公演中の来場者同士の接触は控えていただくよう周知するほか、座席のひじ掛けの使用

についても、左右いずれかに統一するように要請すること 

・来場者と接触するよう演出（声援を惹起する、来場者をステージに上げる、ハイタッチ

をする等）は行わないようにすること 

・場内における会話は控えていただくよう周知すること 

・事前に密集状況が発生しないように余裕を持った休憩時間を設定し、トイレなどの混雑

緩和に努めること 

 

④公演関係者の感染防止策 

・公演の運営に必要な最小限度の人数とすること 

・各自検温を行うこととし、37.5℃以上の発熱がある場合には自宅待機とすること 

さらに、発熱の他に、下記の症状に該当する場合も、自宅待機を促すこと 

咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・嗅覚障害、眼の痛みや結膜の

充血、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐 
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・公演主催者は、従事者の緊急連絡先や勤務状況を把握すること 

・表現上困難な場合を除き原則としてマスク着用を求めるとともに、出演者間で十分な間

隔をとること 

また、公演前後の手指消毒を徹底すること 

・楽屋等では使い捨ての紙皿やコップを使用すること 

・機材や備品、用具等の取り扱い者を選定し、不特定者の共有を制限すること 

・仕込み・リハーサル・撤去等において、十分な時間を設定し、密な空間の防止に努める

こと 

・その他、稽古や仕込み・撤去等においても十分な感染防止措置を講ずること 

・公演関係者に感染が疑われる場合には、保健所等の聞き取りに協力し、必要な情報提供

を行うこと 

 

⑤感染が疑われる者が発生した場合の対応策 

・感染が疑われる者が発生した場合、速やかに別室へ隔離を行うこと 

・対応するスタッフは、マスクや手袋の着用を徹底すること 

・速やかに、医療機関及び保健所へ連絡し、指示を受けること 

 

⑥物販 

・現金の取扱いをできるだけ減らすため、オンラインの販売やキャッシュレス決済を推奨

すること 

・パンフレット等の物販を行う場合、密が発生しない程度の間隔（最低限人と人が接触し

ない程度の間隔）を確保し整列していただくようにすること 

・物販に関わる従業員は、マスクの着用と手指消毒を徹底すること 

・対面で販売を行う場合、アクリル板や透明ビニールカーテンにより購買者との間を遮蔽

するよう努めること 

・多くの者が触れるようなサンプル品・見本品は取り扱わないこと 

 

⑦来場者の退場時の対応 

・事前に余裕を持った退場時間を設定し、券種やゾーンごとの時間差での退場等の工夫を

行うこと 

・出待ちや面会等は控えるよう呼びかけること 

 

３－３－３．公演後の対策 

・公演ごとに、可能な範囲で来場者の氏名及び緊急連絡先を把握し、作成した名簿を一定

期間（概ね１ヵ月間）保存するよう努めること 

・感染が疑われる者が出た場合、保健所等の公的機関による聞き取りに協力し、必要な情

報提供を行うこと 

・なお、個人情報の保護の観点から、名簿等の保管には十分な対策を講ずること 
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【利用者への呼びかけ】 

・利用者の体温測定、体調不良者やマスク未着用者は入館自粛（玄関掲示） 

・館内の会話自粛。特に利用者同士の大声での会話を行わないよう周知（館内掲示） 

・接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）や兵庫県新型コロナ追跡システムへの登録の周知（館内

掲示） 

■下記内容を、利用申し込み時に利用者に対し周知ください 

 

≪劇場等（劇場・映画館・演芸場）をご利用いただく皆様へ≫ 

 

①大声を発するもの、人との間隔を十分確保できないもの等は慎重に対応すること。その

他、「三密」対策等、以下に準ずる対策を講じて頂きます 

②ご利用にあたって、３月31日まで下記のとおりといたします 

  収容定員については、下記「人数上限」要件と「収容率」要件のいずれか小さい方を

限度とします 

【人数上限】 

・収容人数10,000人超の場合、収容人数の50％（最大10,000人） 

・収容人数10,000人以下の場合、5,000人 

※収容定員が設定されていない場合は、密が発生しない程度の間隔（最低限人と人とが接

触しない程度の間隔）を確保 

【収容率】 

 ・大声での歓声・声援等がないことを前提としうる場合、収容定員の100％以内 

・大声での歓声・声援等が想定される場合、収容定員の50％以内 

 

なお、４月１日以降のご予約であっても、制限をお願いする場合がございます。 

③舞台・客席ともに空調を停止することはできません。排気ファンは常時運転します 

④全員マスク着用 

 出演者、主催者、観客等来館者全員、マスクを着用すること 

 ・チラシ・ポスター等で開催告知される場合は「マスク常時着用での来館」を表示する

こと 

 ・お持ちでない方に対しては主催者で配布・販売すること 

⑤体調チェックの実施 

 来館者全員の体調チェックを行うこと 

 ・非接触型体温計等を主催者で用意すること 

⑥手指の消毒（消毒液への誘導） 

 来館者全員、入場時の手指を消毒すること 

 また、消毒液への誘導表示を行うとともに、必要に応じて誘導員を配置すること 

⑦入場者リストの管理 

 入場者に対し、氏名、緊急連絡先等を任意の帳票に記入いただき、投函箱に入れていた
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だくなどにより、可能な限り入場者リストの管理（氏名、緊急連絡先等）を行うこと 

⑧集団感染（クラスター）が発生したと疑われる事例が発生した場合 

 入場者リストの提出等保健所・医療機関等へ出来る限りの協力を行うこと 

⑨終了後の速やかな退場 

 終了後は速やかに退場を促す掲示をすること 

⑩「密」の注意喚起掲示 

 ロビーでは「密」にならないよう注意喚起を掲示すること 

 必要な場合は口頭で注意すること 

⑪対面する場合でのビニールカーテン等設置 

 参加受付・物品販売等を行う場合は、ビニールカーテン等を設置すること 

⑫トレーでの金銭受け渡し 

 物品販売、参加料徴収等を行う場合はトレーでの金銭受け渡しをすること 

⑬チケットもぎりについて 

 チケットもぎりはマスク・手袋着用で行うこと 

⑭出演者への対応について 

 出演・登壇される方については以下の項目を徹底すること 

 ・有症者は出演・練習を控える 

・出演前には消毒 

 ・待機場所等での間隔の確保 

 ・観客と演者が催物前後・休憩時間等も含め接触しない確実な措置 

 ・合唱等、声を発出する演者間での感染リスクへの対処 

⑮換気対策について 

 客席の扉は頻繁に開放すること 

 特に支障がない場合は利用中常時開放すること 

⑯観客の入退場時の対応について 

 入退出時における十分な間隔（最低１ｍ）の確保を行うこと 

 入場時には行列のための立ち位置の目印を配置すること（誘導員を設置すること） 

 退場時には必要に応じて規制退場を実施すること（誘導員を設置すること） 

⑰座席配置について 

大声での歓声、声援等または歌唱等が想定されるものについては、異なるグループ間で

は座席を１席空け、同一グループ（５人以内に限る）内では、座席間隔を設けなくとも

よい 

座席の最前列から舞台までの間は最低２ｍを確保すること 

 座席配置が守られるように客席内に誘導員を配置すること 

⑱観客席における声援や激しい動きの制限について 

 観客席における声援や激しい動きについてはできるだけ制限するよう努めること 

⑲接触確認アプリ等について 

接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）や兵庫県新型コロナ追跡システムへの登録の協力を来場
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者へ呼びかけること 

⑳飲食の制限 

 飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食を制限すること 

 休憩時間中及びイベント前後の食事等による感染防止を徹底すること 

 収容率が50％を超える場合、飲食可能エリア以外は原則自粛するよう求めること 

 （発声がないことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保、会話が想定される場合の飲

食禁止、十分な換気等、一定要件を満たす場合に限り、食事可） 

 

■下記の内容について、来館いただく方に周知してください 

 

≪ご来館の皆様へ≫ 

 

■施設内では、必ずマスクを常時着用してください 

■来館前には、体温を測定いただき、体調不良の場合は、来館しないでください 

 来館時に体温を測定する場合があります 

■施設内では、利用者同士で大声での会話をしないでください 

■入場時には、手指を消毒してください 

■ロビーでは「密」にならないよう注意してください 

■入退出時は、十分な間隔（最低１ｍ）を確保し、誘導員の指示に従ってください 

■終了後は速やかに退場してください 

■感染が発生した場合に備え、利用者等の名簿（氏名・緊急連絡先）を適正に保管いたし

ます 

■接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）や兵庫県新型コロナ追跡システムへの登録にご協力をお

願いいたします。 

 

【参考】 

・内閣官房「業種ごとの感染拡大予防ガイドライン一覧」 

https://corona.go.jp/prevention/pdf/guideline.pdf?20210108 

  

・「劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン（公益社団

法人全国公立文化施設協会）」 

https://www.zenkoubun.jp/covid_19/files/0918covid_19.pdf 

 

・「公民館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン（（公社）全国公民

館連合会」 

https://www.kominkan.or.jp/file/all/2020/20201002_02guide_ver03.pdf 

  

https://corona.go.jp/prevention/pdf/guideline.pdf?20210108
https://www.zenkoubun.jp/covid_19/files/0918covid_19.pdf
https://www.kominkan.or.jp/file/all/2020/20201002_02guide_ver03.pdf
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•「クラシック音楽公演における新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン（クラ

シック音楽公演運営推進協議会）」 

https://storage.googleapis.com/classicorjp-

public.appspot.com/classic_guideline1201.pdf 

 

 

 

https://storage.googleapis.com/classicorjp-public.appspot.com/classic_guideline1201.pdf
https://storage.googleapis.com/classicorjp-public.appspot.com/classic_guideline1201.pdf

